






























様式２

技術開発実施報告・計画

大分森林管理署

課 題 (九州局 7）大苗植栽による低コスト造林方法確立の取組 開発期間 平成 30 年度 ～ 令和 3 年度

開発箇所 後山国有林 担当部署 大分森林 共同研究 森林総研 技術開発 特定区域
1001 林班 管理署 機 関 九州支所 目 標 １ 内 外

開発目的 シカネット等によるシカ被害防止対策を省略し、大苗（130 ㎝）を植栽することによりシカ食害を防ぎかつ下刈り
（数値目標） も省略する造林の低コスト化を実証する。

平成３０年度 実施報告 令和元年度 実施計画書

年度別実施報告
実施内容 普及指導

○生長量調査
・剥皮被害防護効果の検証

・剝皮被害防護効果の検証 ・１本支柱設置による倒れ被害
試験地の植栽木を全木調査 防止効果の検証

・斜め植栽の頭頂部食害防護効
・１本支柱設置による倒れ被害防 果の検証
止効果の検証 ・剥皮防護ネット装着の効果検
支柱を設置した全木を調査 証

・斜め植栽の頭頂部食害防護効果
の検証
試験地の植栽木を全木調査

・剝皮防護ネット装着の効果検証
防護ネットを設置した全木を調
査

技術開発委員会におけ
る意見

（注）１ 「課題」欄には、技術開発課題名の他に番号を付して記入すること。
２ 「特定区域内外」欄には、技術開発課題の実施箇所について、特定区域内は「○」、特定区域外は「●」、特定区域内
外両方は、「◎」のいずれかを記入すること。

３ 「技術開発目標」欄には、「九州森林管理局における技術開発目標（九州森林管理局長通達）」の１～５のうち、該当
する目標の番号を記入すること。

４ 「技術開発委員会における意見」欄には、技術開発委員会における意見を記入すること。



様式２

技術開発実施報告・計画

大分森林管理署

課 題 (九州局７）大苗植栽による低コスト造林方法確立の取組 開発期間 平成 30 年度 ～ 令和３年度

開発箇所 後山国有林 担当部署 大分森林 共同研究 森林総研 技術開発 特定区域
1001 林班 管理署 機 関 九州支所 目 標 １ 内 外

開発目的 シカネット等によるシカ被害防止対策を省略し、大苗（130 ㎝）を植栽することによりシカ食害を防ぎかつ下刈り
（数値目標） も省略する造林の低コスト化を実証する。

令和元年度 実施報告 令和２年度 実施計画書

年度別実施報告
実施内容 普及指導

○生長量調査
・剥皮被害防護効果の検証

・剝皮被害防護効果の検証 ・１本支柱設置による倒れ被害
試験地の植栽木を全木調査 活動実施なし 防止効果の検証

・斜め植栽の頭頂部食害防護効
・１本支柱設置による倒れ被害防 果の検証
止効果の検証 ・剥皮防護ネット装着の効果検
支柱を設置した全木を調査 証

・斜め植栽の頭頂部食害防護効果
の検証
試験地の植栽木を全木調査

・剝皮防護ネット装着の効果検証
防護ネットを設置した全木を調
査

（斜め植栽調査の取り纏めは別添
：「急傾斜地で大苗のメリットが
減少することへの対策」を参照）

技術開発委員会におけ
る意見

（注）１ 「課題」欄には、技術開発課題名の他に番号を付して記入すること。
２ 「技術開発目標」欄には、「九州森林管理局における技術開発目標（九州森林管理局長通達）」の１～５のうち、該当
する目標の番号を記入すること。

３ 「技術開発委員会における意見」欄には、技術開発委員会における意見を記入すること。
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斜め植え：

15ﾟ
30ﾟ

70cm 36cm

樹高140cm
樹高121cm

見かけの樹高は低くなるが，
梢端は山側から70cm遠くなる。
シカの口は届きにくいだろう。

急傾斜地で大苗のメリットが減少することへの対策

・大分署後山国有林（ポット大苗140cm）2017年 9月植栽
・斜面傾斜角（13ﾟ～47ﾟ、平均 36ﾟ）

0ﾟ15ﾟ30ﾟ

植栽時：2017年 9月 ２年後：2020年 4月

２成長期で樹形は
概ね改善した。

この植栽地では
シカ食害が、
ほとんど無かった。
樹形の回復経過を
主にまとめた。

- 11 -



樹長

樹高

水平距離

樹
高

cm
樹
長

cm

地
際
径

m
m

形
状
比
（
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／
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径
）

植栽時 １年後 ２年後 植栽時 １年後 ２年後

植栽時 １年後 ２年後 植栽時 １年後 ２年後

植栽１年目の
伸長量は少ない

地際径は
植栽１年目から
太る

平均
植栽苗の樹長：136cm

↓
植栽時の樹高：105cm

（樹長：131cm）
↓

１年後の樹高：135cm
（樹長：137cm）
↓

２年後の樹高：183cm

・植栽時に斜めに植えた影響から、樹高は低くなる。
・植栽１年目の樹高成長は少しだが、スギの傾きは回復した（樹長≒樹高）。
・植栽２年目には樹高も良く成長した。
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植栽時

0ﾟ 15ﾟ 30ﾟ

１年後

0ﾟ 15ﾟ 30ﾟ

２年後

・傾けた角度が大きい処理区ほど
見かけの高さ（樹高）は、低くなる。

・２年後の処理区の違いは、ほとんど無い。
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支柱 支柱 支柱 支柱 支柱 支柱
なし あり なし あり なし あり

植栽時 １年後 ２年後

支柱

麻紐

・支柱ありのスギは、支柱なしのスギに比べて
傾く角度が小さかったので、植栽時の樹高は
高い傾向にあった。

・スギと支柱を固定した麻紐は、風雨で劣化して
切れてしまうので、 １年後には支柱の効果は
無かった。
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I：通直 II：やや曲がり III：曲がり IV：大曲がり

？

曲り高

曲り幅

V：倒れに近い

２年後のスギ樹形(曲がり)を、５段階に区分した

傾き角度

I （通直）： 80個体
II （やや曲がり） ： 171個体
III（曲がり） ： 122個体
IV（大曲がり） ： 51個体
V （倒れに近い） ： 3個体
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曲がり判定

I II III IV V
曲がり判定

曲
が
り
高

cm

曲がった高さは
植栽時の樹長より
15cm程度低い。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

I：通直

II：やや曲がり

III：曲がり

IV：大曲がり

V：倒れに近い

0ﾟ 15ﾟ 30ﾟ 0ﾟ 15ﾟ 30ﾟ

支柱なし 支柱あり

・第一に、植栽時の傾き程度が
その後の曲がり程度に影響した。
（真直ぐ植えても曲がりは出るが、
傾けると曲がりは残りそうだ。）

・植栽後１年間だけでも、
支柱ありで樹形が良好だった。

・曲がり判定(III)までは
傾き角度が10ﾟ程度なので
許容できるかもしれない。
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植栽直後：2017年10月 植栽半年後：2018年 2月

苗長140cm程度の大苗は、どうしても主軸が柔らかい傾向にある。
斜めにして植栽すると、主軸が樹冠の重さで曲がることにより、植栽した時よりも

大きく傾いてしまう。支柱を添えれば、この傾きをある程度制御できる。１～２年
すれば、主軸の傾きは回復してくる。（ただし、大きく曲がった個体も残る。）
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２年後：2020年 4月

今回は、梢端へのシカ食害を
回避する効果を確認できなかったが、
15度程度であれば、斜めに植えても
樹形は十分に回復する可能性を
示せたと考えています。

現在の平均樹高は 183cm。
これからも下刈無しで
成林が期待できます。
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